広島県教員採用試験教職教養2004’
[1] ①法規は、地公法３０条　地公法３５条　教特法１９条より穴埋めの4題

【 】内は穴埋め解答　

ア【研究】と【修養】　イ職務上の【注意力】のすべてを…　ウ上司の【職務上の命令】

エ　全体の【奉仕者】であって、一部の【奉仕者】ではない

②Ｈ14年度から「１０年目研修」が義務づけられた。その研修の意義について初任者研修との違いを明らかにして述べなさい

[2]H15年度の小学校設置基準,中学校設置基準,および高等学校設置基準に基づいた学校評価がなされているが、学校評価の意義について簡潔に述べなさい

[3]広島県では確かな学力と豊かな心をはぐくむために「ことばの力」の教育活動を推進しているが、「ことばの力」を育成するためにあなたが取り組みたいことについて、簡潔に述べなさい

[4]学校図書館は生徒の読書活動を促し、学習活動の一層の充実をはかるための環境が整備されなければならないが、学校図書館の３つの機能を明記し、それらについて簡潔に説明しなさい

[5]あなたが担任をしているＡ子さんが最近学校に来なくなった　A子に話を聞いてみると「学校がつまらないから」と答えました Ａ子に対する対処とクラス全体へ指導の方法についてかきなさい

[6]「体力の向上の取り組み」を学校教育活動全体で行うことになっているが、「体力向上の取り組み」についてその取り組み内容とその留意点について説明しなさいただし「保健体育の時間」と「部活動」の内容はこの中に含まれないものとします

[7]下の表は学校家庭にいる時間において児童生徒の意識調査の結果である。下の表から考えられることで学校に残された課題は何かを明らかにして、それをどのように改善してゆきたいと考えているか　完結に論述しなさい。

なおこの問題には「学年を追うごとに勉強がわからないという児童生徒が増えているグラフ」「学校が楽しくないという子が学年があがるにつれ増えているグラフ」が下に印刷されていました

小論文

【読書活動】が最近見直されていますが、あなたが取り組みたい【読書活動】はどのようなものですか　

また生徒たちに【読書活動】を通しての取り組み例とその活動を通じてどんな力をつけていきたいかについて論述しなさい　

B4用紙縦　上部に問題が印刷してあり,その下に横罫線38行が印刷してありました
